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本材@ノ';)v e 紙中のi誌棄の迅速定 法

K�ch.� SAK\ 制!φRapicl [)eterm�at�D of Chlor�e ]n \Vood , 

Pulp and Paper fly C'ombust卲!1 in Flask 

喜寮喜 主鎗雪 J木!ド符t丸す4苦n 働ノパf勺Jルレアプ0 句 t紙氏 iバの伝;プ式白いの〉江γ 潟 iκプ 3 ア ヲ ス コ炉燃、焼U法L 宇ぞ斤}照百し γ川cづ介?析すとる、ことミをと1検安負t5lfれ7汁!しJ ナたし}戸

とれりの山料をj分7免が主する:にζiは立ふ， くCARIれt閃I市$の]了対Fオl'i筏トト仔弓5η没乙'1 が一絞f的手杓iであるが， う略兵;1守主;一上るのがたい主

ある。

プラスコ法;<~)~U):(立分三る氏、立た， ，式料 CD燃焼V.~ ，ってフラスコの.E~~:\\& ,:5:-~tぬ L，

ないように|づ笈てi れ if ， j:ムヲをのむ倹もなく 9 治Jj:jQ) 幻終も必しない常担な")i11、守ある。燃焼

{とよっで!Í::IJ立したノ;"7 0)IVHR促進，;:j長とつ訴を月1v うまた iì)~n:l'ζu 敷市{;'r. 穴減免泣主'便局 Fること

ν円分、今1m奇した。{弘、)はした汚名ヒ(IH系で Jn;j'~~Et{ì~ i:.!まメトロー裂の E:'.46

サロ芯[じカリ氏夜純水で入れかえたものを !jj い， 芯呼'!.'itL tilitこ(;l， 1 、 Onun の卦で1'1' っ止も心持使

j有した、

じの JJJよで必したあI;_~:~(::t) TIコよく，

立でおよそ 40分在~{ずるのみで h ったの

度!こ t&~ ，jι(Dh!.~}}J旬以で

iまじめに

のわかり店売元どだく了

}.:[/j ・ノ-.::，レ7'令紙 fド Jこ合まれら潟祭滋をs 筒、 !i Ì'~~~約百 しかも iEITiEに沼1]だするとと在日約 J じでこの

実除去 r::JAなっ 1で

仰木~LliVJl'J'*l ノ t.: 木材を&11料力11て? ど?):.ms i'~~h:t 之、引ニ:設があ

り ~-t f:: , _;-~ _i L.- プ製Jj~~f_(， C 3_うたってパJiノプミ J[jY::{ :/' /や)応グぷこ もえられる。さらに SSi}fii禁止]ノりν プ rfJ

l乙 5主演する r1[;tt !J、良品の紙吹!とおよ告の研究や、木村そ議?，~: (~îソしだ薬郊jてて台 i潟処}l[\ ，J る j忍会のT;1 f

況などに， 1m誌な込んに あやむ

木材や木村民総:1[1のぅ主包、するには，通常分析試科会まず灰化 Lノヲついで得られた灰分ユ去、広j守液 L

L，.綴索 ;1:'JJ~: 数日ヲピイ九円ン'じする C~.\iさがあるも，必去の))くイiソたでは 1れい)'/1ι会問主化はむずか(し燃焼1ずに l_1i[

乏の摂flミちぢ子v られ，微量!のお菜j三百t i:t- とレては ~F滋\いであ J入 v 般には桜窓ういI~ か C，1 Ti 105 の t1管法

が川し s らヰ!ていぷが， lìiFどではち f'Li't化物仰がイJプ~と日ぇ分 '1 1 1こ残る れがあラ，1' 允~ tt:、者で

(:;じよ1ιlの分解 1こを漫才る[手、}fnn T> 浮くそ0:けも分析J誌の湾総が必至芸であと'0 ノ会らl>{ふ巾 )v tJ 弘子!，，;j: J の

',1 • ト n ンl'tft.1:þ'ACP\試射し，キ'['1)' ら紋Aj j L るガ:ノヴー経か戸、Ji父しりした，リ、あまり 内般的

)m~ ，J.::(まい Jくないの

;[[';rよ ScnÖNIG闘のブテスコ燃焼法が発践するにしたがい8)9.!11)~多万 iú;児科J守されている心 ごの /r/:LLt

:t\:N与を酸素中で燃焼分解さーイーるため，分解所緊IVj!'t!!ji}.f%J.い特色がある Q 燃焼分解?とよって住成したブf ス

は》吸収i仰と目立tl文〆宅せ，待られた浴放について rFi::ITt校、あるいはお訟法

1975作自 n日交際
(1) 林深化学部

付;Jl1:-f G'Y: '.1 F(庁、 Prod. Che問、 ι
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j容蚤法が!刊し h られ， これに電泣i2施主主法を告干潟し日)1.0)~分析会お易lこ νているつ 著者i土木村盛パJレプ e

紙などの試料に対レごみ:法を主主?な9 検討を.~ねえ:結凍機めで効果的な分析誌であるととを認めたので:絞り

まとめて告する。

二と淡にあ λ〆り~ J均一)'.=_'j をいただいた引場j泳渡{じ苧{i店主任研究'j31J(i_~弔問日ん分好試料そlt~{:Jl; さ 11!-こ将j王室 fL

学部ノ f /νヴ

2. 分析法の検討

2. 1 器具および裟議

1) 燃焼ブアス::1フラスコの形状や大きさおよび材質については， 0 、くつかの報念日)S)l1)が約介ぢれ

ている() BETHGE G9) む 1 {の)11\'1共197 ラスコに， タングステン線告ら'"{+/\.;:j-R!cこ手引、た試料ホノレダーを

fj けたものを伎?H い PAUL30N引は 201 の試薬 j-" ンをmい) l=lÆ:t総v亡、 LUN !f:: rr\ り下げて燃焼や行なった。

しかし3 とれらのよfijfでは~ ~)t料がィ、完全燃焼のまま吸収!!9.1!1 v: m: fするおそれがあり令好ましくない。

著者;士会宅..-)とも取り扱いやすい 500 ml のパイレックスíj\Y:共栓三角部フラスコ Jこ~ t=J 金ネット謀長餐1pi

ホノレゲ w 引のついたもの fi三\1)そ使用してすご宮古を íï なった。との燃焼ブラス:::1 ~む燃焼途rlr に試料がまさA下

すると J- もなく， 350mg 

ものではF 不完全燃焼与をおとすととが認められるので，粁]以 E置は処3恐・

ーリるととができるむ !._.... /)'.:し仰に緊い木材や薬剤処到した

、 200' ， <300 mg '-

ずるのが:友会である。と

く感 i二ら ;J'L t，.f し、 ο

2) 浦公;技庁.7 : BETHGE10) はラジオメ…ター Fわ COGBILL')) や奈良らねば，ベ

いその路線発等の沿険ば

y クマ:/ pH メーターモデル G そ}おいて ìiIíí定を行なっているが， との実験で

は》スイスメトローム主u誌のポテンジョングラフ E436 そ俊治し允 nGE械に同

社製の EA24日ノ日目いたととろ，議総内の liriイ七プ]リ液の漏出のため，分析、 ilQOコ

再現伎がj!.去かった。奈良らのよおし、た指示'屯i{喜子)では~ 1i指定時援:tl 子や試料から

生じた灰分の妨害干のため3 鴻íí， i H11:良 iご 6Lれがおきるととがあった。

著者lむ EA246 策協[付の塩化カワ液をネ必Jくと入れ替えじ Hiぷ電磁とし多

(主主 LOmm) で ffiW! したものぜ、Jij し、た o r立泌のおlサ;て 図 1 燃焼m フラスコ

は奈良らの庁法niéい G叉12 )，泌íC袋授に接続しf

てìY;~í ~iこかrï'なっ fゆがq 得られた協定ア [1il線 l土乱れがな

く，分析!ià (/)~rt}現性 lとおし、て J\t>iカなが;来が í:tí. られ
JJj民 ;F.常祢

11首 j守治セ.1(，土 50 rnl ヒ~カ カ\irlliI ~~::í でしれっ犬 U 川
」

2 ‘ 2 試言葉および2議定条件

1) 汲;とj夜:泌;;1:':係当主税としで， 足立イヒナト‘1 ウム

で423人三した 0.01 N の I1お安全f~*/({液を絞り召しだれ

2) :河定条イl : BnHGE i土 4M の硝般で地:消?t: ýr:を

耳，::m主'[1:と G~ COCBlLi.. は 1 : 10 のも官射u設で絞性とし

た。 奈良らは 1 : 1 (v川)の?長級そJflG\ ， pH と校

(~:O)E正Hやや予 F~_1J日する γ ノト/コ -;[.，怠;とっし γて検討し

器包オ({-、、

KCI 宮l'!，fuÆ-;理

問 2. 銀七銀系常総



IV プの弘;{(;江) ì汽市':d-':~怒り( (1;:11) 

し、わう"。

も占， iシみ治〉りがか

護者 (;L lir'i政般の阪店主、「いて立~j ~ì長、i したところ，抗賊自治メ)ゴ7が，ごはあと3ρ ，

日;-)，‘ pH と

0 ， ο] N N~，\Cl ιiml 

(約 <k) 20 口 11

〈 λ) 日o nll 

1くノ)i[:なメりあんたり予1ιが ιわる

土料 j.，.) Ji)やずく rる，ん託、立上り自己d'"のみ

sìf:，: 手iJ L.i f:ご「ド 3， (1., 5, 6) 
台主主ペ利\i&{D ;-}OO rnV レンヂミ，_.波長叉 1111 ノ i'.

〉、1 Zi , 被2f，j定 F こ !ill え ""j T )ν 】! ， '~.)L，(.i)影響

(), 01 N NaCl. 5 m! pH O.~' 

:20 m! 

Y'_~-，>，，-が:30 1.111

]、 ;iil

2 ア tレ 1;:;鍔

;)G!.ち

4. ゲりOど

まと， nH 、).足並 A，; J; 

ι 
偵

4 絞還と iit;素早1 との関係

pH 0.6 

設作こ) 20 nd 

// tν) :30m! 

L O.OJ N NaCl (人 S rnl 添 ))11

;2. /i // 1., G rnl i! 

Lλ .'1 :3 D1l N 

4. 1/ /i っ rn! // 

会出ti反 (1)少むしリ弘 l守、ロコ Yn

Jレの '~)i. 務

。， 00N NμC1 (l Zi lnf pH O. G 

波紋 20 fnf 

30 rnt 一

j
υ
ワ
U
1
L

ノ1く

レトル j1'失フ

31)丹ノ

1/ ~'ÞO;ぞj

ω:えやま:::7 て ;j;_::èS ;J l_./ l' Lノ 1 にうう~ rF，_}ら ;11 た{

.'}. 汁ヰど 令ν ー
J、 jこ山 ω.~'J

これらのがi取から事 pH H'f;(J !jt&く

喝 1 法く:ゑ JJι ひ i:fu{~t、 (.I~) t誌について》鋭的}六治、合之! 5ァ G したっ

L 、二主、 t:討なん; ;)誠元俳 IHl lノ-þ ())..Ú~ らあがりがよし、とし、λ る q

ずる γ n ゴ，.... )レら~JJ50矢ぎでぶい効果ぷr ノj 、?ノ六〈 こ t L {-ふ奈良らの駁糸n と --'-iz":t;るが， ;az布;ij]Ì::itえr:þ の
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よ弘美:の íiL!Jl少ないときは，添加するアルコーJレの影響が大きかった Gヨ 6) 。

しかし，実際lご ~4K素のíË.t誌を行なう場合に， pH ÍltU は1. 0 付近であればW1t段段位でも硝酸!慢性でもよ

いc 主f者は 1 : l(v/v) の問機'á:- JTJいて pHH潟裂した。アルコールの添JFl ば雫 1fえ最安 25 ml 以下 iとすれ

ば含特!こその必婆はないっ

2. :3 吸収 j議

燃焼によって生成するガスの吸収には3 アルカリ性液か~ ißJ油断乙ぷ蒸dくの添加?をを用いる。 COl.SON2J

lま士おヨミの定量の;場手h 純水のみで卜分であるとしている。箸省、は 10 mJ の年11l 7j'(を HJ い， ρv 

chlorobenzoic acid 与をmい実験再を行なったところ，二成したガスカ:完全に吸収されることが認められた。

2. 4 ~主成ガスの吸収促進

d撚:均1焼詩終冬了{後支丸' ブラスエコ1 じのつ!中Jや1;に乙!白λヨ抗1以t燥翠を5公iゐずるカがfちT

\，すfTT の五玄ヒま主給3 よそ 3鈎O分Îj放l長文)Cli計燈当卦L[しレているが7川)川10ぺ)~含 諸若:者の5突宅験てでt iば土丸， I台'=i引守4燦葉の完全全:{'消1得5失1すf白 zる〉ま也で引i亡口;主μ40へ~~~j5印O分を必!姿妥

1. I +. 
」 υιc

fiz成ガスの吸収を促進させるため3 活'ttjt，手ではげしくおよそ 7~，8 分探り動かすが， ;(え Jいえ料が多い

ユjふ、;こ iふかな i) のlìX労ふ似ヂる。若者はこれに，三fLl付製主主とう 22(アジテ…ター〉安全E汗j じたっしの

滋とう -6W.~まち係心較による月五F到IJ :;t:ー溶岩佐保持呉 lと fLえ~ Zï~の l相支のみを撹f干さ宅む 必jと 4

を処Hl!. t ることができる。

燃焼プラスコは，イjJj立の百支援とう器l亡保持させる。フラスコ;々は除!とになるので，霊長とう中iζ桧の落

F ほおこらず.5分間の仮とうで吸収が完了することを:"'11忍めた。 5 分!!1]の振とうでは，プラスコ内の自問

がン72企 lζil~欠 Lノ ふ分析

表し 援とう w与問による 1汲収結果
11廷に影響がなかった。また，燃焼lζ

{七 βγi 、 品、、'i"f
AgNOB 分有î-il民 よコて~j二じた灰分は以後の泌\1''::1と þjj‘

lng (lnl)ネ i

22‘ 86 
15とはならなか " iこ。

�...chloro benzoic 7 

acid 
50 306 3, 31 22, 72 

じl;lづ (r~Hl命 íiîi) 22 ， 64
3 、 714 2, 33 84 司)，\，\1"[ pchlorob日nzoÌc acld , 5 

。

:3, 45] 2白 1.6 22 , 19 
chiorov札口 il 1in について分析そ行な

~)， 251 2, 76 19唱 14
った結果を表 11こ示したがきいずれ

5 .chlorovanil1�l1 
ヴd 

J , 52.4 1. 85 18.80 

1久 01 4 包 507 2, 38 ヲ， 23 の場合も VJ られたもlf!IU立理論鍛にー
。

6網 466 3‘ 42 19.26 数し3 またが角とう!lfjf{\j も 5 分で|分

* f 0272 であることがわ1.)>る。

3. 試料の鋼製

3. 1 木材および7F半分

{!i，ぇ仁木!'i iま，およそ 5X5X20 mm のノにきさにし '1Jをくさびが;にする。とれは‘試i併をホ jレダ .;ζ

[tiJ j主したこさ， Hiìz;示、ットが i~-~1tliJ しているため芳 て試料はやせはそり p 燃焼よ金 cþ で駁:.t!Y.

法時nζj務 F ずるのそ|苅ぐらとと p またふれによって試料へのず{火を容易にするため〈凶 7 a , b) である。

オ三粉試料の滋合;ま，常itの一i二(士山めにくい。ゼラチンカソ。ゼル手伊丹]\-，る__ hiJs. もあるが，むしろ p ろ

紙iこ包んで:燃焼させるのが簡便でおるつ
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パルプおよび紙3. 2 

九なき i孟ぐ0) ノ {)tノプ;土， ヒ。ンザ位、y ト;J\ ざし 'i;SI ま

ふと主粉を I.Lうにくく :P\lょすりも} [?;~t%:~;どか

時二人 n日を{'!}しまたホノレターに t~ITj;こしたくし l ぐJ 内 f主:fJ

よそ 7mm:以内 ガラス官会mいをあらかじめ粁;ゑ

して荿 1111 J:から r]ül <: 二 t:: ,lOO lng 1) ，iJ:\~料廷、つめや

IJj枚ピJふ却し士ものをイ!t試する(悶 7 c) 。

巳b E弘さにじJ i), N:HJ j ると,\'itxi'l (J. JSii1Uζ滋のに

ペ

ー
lt'品ぬ日比LJ …/レむと J こ /ρfこく筏いてホルダー!と足、f る。

:た
世τ

7蔚
ぞ')
, .J. ..J 

、

二'_v
、、 P

ト'Jo. 51¥ 7 Cl11 çうも(})イ: 16 ::tr _)トこぷ'，W; ，土，; -,.-: 
ゃ与 rm J:干 'c..)ろ紙を ITJ し、る 0)がち勺;式料への Jr?火 ;;t ，

ノ:lC !Hl ちる υμ!くには， プ1、スパ…ナーを決FHて!停るの i)~'fル

キfiノ\
ノコ

f共試材料

I! L 1:!t ;ii¥; ,D MS l!;(ﾍ ;ふ文献カード((:~ '(己〉淡t{d日〉の 22払ゼ n ゾクス後勾用紙および絞iú:il:Sで，

ブラン干 μ ネラの件j)J tづより \II 泌で1j ツェ T ， スポンジアス，ラワン\ているものである(; FíffiJ"'~)ν プば，

1~HcJ) ラワン，プ) (.J~ 絞 IllflJ t t，こ Ifri C')nIJlllz~'それぞれ 2 ::~? 0) ケl1 ~'. :i t::. , 約1i~ し?とである

}L.i デンマえで I\)j:係長lr11.したもので， Iな!S にノjーしたをぷ料とした.，ホベア ('i{旨』段、没ー }y~ ち J1ャノ1< Iζf巴(t"L てい

作

なし、も υJて、ある。

t象ふ 2

(ま l立i 7呂および b i:: ノJ、すよ、J，\H丈した l 伊J~~~句、車でし，

手
、

v う lム京Tj <切り日んだ方そ;干のかど I，']IJ，お火 ijJ ろ紙).

:ζ*!レグ m に l立【予み派t充当せる{パノレプ氾よび絞，tiTIi 立，

ドいずれからでも校火;土台誌である、 ~，}j， 燃焼フラスツ!こ

の
れ
~

A
L
悶

フ
;F ンノ〈ろ:ニアラスコ}吋 U)宗主f， iま，(;; 10 ml の指\i，:jえそ?に:{ L, 

フ子スコ内心J事~/J<lß方針;えし)おい両立京とうどf及、y る と U)場合，

およそ 10. 15 秒 :J‘ム殺そむ少しえ /-i，:/:l~(-と iíìj しなない限定の必'1. ;:5 で.

のように L て 4t会f本の↓[\十本: ìí,f; {Jil; がら i浪人すれば 1"':王子であ令 c

し ， *Jレダー;とはさみjろんだろ~;).rの先制;こガスパp ナ…で}，\j~)( し，

ねちにフラスコ IJ~ (ごそう)にする 3 燃'，\c;t ツ弓スごJ ?-土斜ど1 例と似ち》

ブラスコ O_)法子げを過熱しないようづとん~.tí :;.~川ノたがら :t~:~t先安つ

j!寺山勺ラスコ?"J iJ:，燃焼 iCJ、.~ぞ l...~ プ
ノ、ソ';J

!日す çyC ， T りに子で L ')かりと[占ドt i;, c ノぐλ 〆や筑ヨ:Hi燃焼没ナこ

3 らに H次殺のドらに S\'化するが，ス\li lま炎をあげて燃え允あと，

.L: J ~::J 
"、、

2 
」町一一-ム
~蜘何刷、 nì~

l!;~j )主終間 9 ，

r-r~~J qおき燃焼n ~主，つづけ ， lのn.. ，ヲる U もい試料が炎をあげて燃え

ずp 燃焼安つづけた後沃化した滋合;ふ不ぅ:cit燃焼の f: めター jレ分
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の;容おによって:ß(J(ス校はf火災色となる ν この.tJJ合の分析{幻立γイブスの儀後アj-:'-; し，実際の;J撃には供しずよ

ない c

5 分間援とう廿る。 jf-4食{本を次燃!t1t し，燃焼cコ終わったものより逐次倒立のまま波 l- う ζ保持?

スの吸収が終わった溶液は，泌\\，セノレ (50 m[ tゴーカー) !ζ移し 9 さらに燃焼プラスコと伶 IJ:，およそ 51111

の純水で 2 [Ii] i)~:，'，灰分とともに前記ピ カ戸 iと j践す。

符られたj宇淡i乙 2 2.2 でi!bペナこように希1~';W[f2 11111 を)jflえて F針子に L: ~:~ nlln のガラス製携行、子主J

入れ術;;，-去波小H認のスターア wγjーにのせ，撹:H Fiこ 0 ， 01 N 約絞鋭でおどとする。 Aおむの終点常国自で求め?

次長;によって九.r;~i;I量そ計;訴した。

ハH
V

}
 

[
i
 

じ1% ," 0.01 N AgNOs mlx O. 

析結果J. 

以1.:の方法で，各試来、Jそ分析?した結果を表 2lこ;れした〉

13- てJ: 料 ω 分析結果:'.& 2, 
おわりに6。

ブヴスコ燃焼 hυ止、

0% 試料の村才~fJfC\; 卒、}

;立;南j\ カード( (Il!',) 

が(淡 ;ii モ~J

ぜ n "1 クス複写用紙

1'01λ叫，lS

併しその;寄付!'.!以ずる紘3容を i此収した?なド

モー，その間的によって!と色訟キiUJ議~i'À/'ζ
狩i

より店長ごきる，す〈れた分解法であ

Y 
K 一、 F一見、，

従来の分析 ìtでは，分j汁技術の線t.ifiが

2色、長~..c; ~ち V) ， fËi，'!j:':i;ζ て功、τ: もい!人 1呉:ぇ f))

ig入するた;決があった。それにくらべ乙〔入 638

0.037 

O. .υυ。

O.67z 

C!.04'i 

0.054 

ァワン

りツュア

スポンジアヌ

プランチョホラ

ラワン
l.... ..:::; 
ノ/

;j ペア

ifrffi ノ-\: }~-'ア日

，j))JiLでは含試料の1'1' り攻り以外lこヨミ料、
料仁

を使わず，どの読みからのお笈も入。

lζ\ ~，'\()しかし試料の燃焼分解 fと、 liJ たってほんの数 r)Þ ヴはあるが，なわない人には危険ふ!必ずるかも Jll

燃焼アフスコば悦のないものを伎!l;f17 易 1.n;民令 iliî や手袋を FH し ;~--~Lí J- い υそのよう々ときは，れないの

C.，ま i:l{~þJt を佼〉て í;tilγLノてはなら Js い。もし，必!窓あって民主取を絞TFJ する場，f; ~~.; ~ぷく殺かしてj)'， ら

使用言る ， ?\''[f r士 rVJ~iを ílü-~コ三子裂などを Hj いヲ七数 i 1 1ニj の分解ぞ行なヮているがヲー笈もれ険在感 l~ t，: こと

がなかったっ

リ/;rずの;福 p 、?ノ ν プ~J:Jfr1勾Aに片山、 J1i高 J公示した。 こなお，分tJTに供レ f二試幸いD.k&[;案。〉愛について今、る、:.: ~ 

の樹穣は./'\.，.+サン行IÎ iJ l 'ÍÍJが多いと，J- が指摘C、されていて， Iザht与のこれら司!j うおのやぢjを含ず)，続素還の

I~:;G 、京阪についてケ後詳しく検討する~，L\1さがあろう υ
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:-:'1.:tnlr.nal"j 

1'he chlo工lneιontent in vì?()()d , p1.l1p 江nd paper ',vcre cki:ermined by the comhust�n of 

samplω111 a Has� ~.r'he cornbust.i.on ¥vas caτr.ìed のut in fl 5001111 Erlenmeyer flask w�.th a 

gt"ouηd glBs" (ii:oPP(うr. 1'he sample was heJd in jJほう cenüぅr of the .匀ask by a pl日 tlnU I1 1 口ピt

iitted with platillum WìHも to a gla:% l"od att乱ched to the stopper (Jf the Hask 

Afi ぞr th，う Cりmlヲ ustiOll ， t11e gas formed was absoybed in 10 1111 of deionised wat日L 1n order 

to prornote t.he. absorption~ the nask \v品目 shaken with an agitaUon shakel ‘ すhc

:乳孔b与日01

T、heう chluは江凶よr汁j 仁de iぬI艮1 tけ11凶正白う Sω01如11 tはior日l 、"'i.li/ジ 2辻lS tí.tげratぬe正d poばte印I口1tぱioωlneω、叶t J" icじ、1刀叫aはJjりy w.iμth i口1 0 , ()[ N 8t以ど乱H以1江ιd匂詰 rd必1ぢi沈d

sHvcr nitr似合的Jut.ior)， 11 沼lugλ 五ríetro]J rn potellt卲graph E4S6 , !¥ lVTd:rohm E/¥.246 was u日寸前

t:h仔 .indicatíng electrode Ly POﾜ.ls?.ium chlorid日 solu t1 on in the el以:I: rod色、:vith dcion�ed 

ViJater、 Tれと s t:anda.rd electro(l(~， '"\NH出 rn日 de of cnm merdally 泊、'，d.l abJ(' s�.lvci' wire (diameter , 

], (i rn1n) , 

11' Ü)(氷山r1予臼 b(l IJt :tO !Yl:l'nu t.i,,\3 t() ぉ12\ 1\:;c t"nur ‘よampl日s vv itb good r<凪producíbiJí 1'y by this 

met.hor1 
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